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　「国民投票法案」強行の動きに

機敏に取り組む

政府与党は、一斉地方選挙のさなか衆議院憲法調査特別委員会公聴会をおこないない、公聴会後採決に持ち込む動きがあるということで、門真市議会での国会への意見書採択も検討しましたが断念。「国民投票法案の不公正さは、憲法９条改悪を狙ったもの」であることを市民に知らせていくことが大切であるということで、チラシ配布と音の出る宣伝に取り組んできました。
門真独自チラシ３万枚作成

　　　　　新聞折り込み断られる
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２月２６日憲法改悪反対門真共同センターと共に「国民投票法案」学習会を行いました。この学習で、法案の問題点をつかみ３月２３日「国民投票法案」に関するチラシの検討を行い。３万枚のチラシを市職労と教組の協力を得て印刷。新聞販売所に持ち込みましたが、読売系も朝日系販売所折込を断られました。圧力がかかっているのか、自粛しているのか不当な返事に今後対応を考えていかなければなりません。
たくさんの人の協力で配布！
急遽、よびかけ人の方々や憲法改悪反対共同センターを構成する団体さらに門真の退職教職員方々の協力をお願いしました。これに応えていただき、およそ３万枚のチラシを４月１４日までに配りました。
緊急事態ということで一人２５００枚や１５００枚まいてくださる方や３日間連続して２回３回散らしまきに出かけてくださる方、少しならと１００枚、１８０枚を申し出てくださる方２０枚４０枚ならと連日協力してくださる方、中には８３歳の女性が「戦争はどんなことがあってもストップをかけんと」といって配布を申し出ていただき、近所の方に手伝ってもらい１５０枚を配布されたという話も伝わってきています。たくさんの方々の「憲法９条を守ろう」という思いのこもった３万枚の配布の取り組みとなりました。ご協力いただいた方々ありがとうございました。
「『国民投票法案』が通ったらどうすればいいのでしょう？」

本町の方から、チラシをみて電話を頂きました。「子どものころ満州でひどい目にあいました。二度と戦争をしてはならないと思っています。

チラシを読み共感を寄せていただいている方があることに宣伝の苦労が報われます。
　音の出る宣伝も６日間
　府会議員選挙の終わった４月９日からチラシ配布の一方で宣伝カーで音のでる宣伝を行いました。二人の女性にアナウンスの吹き込みの協力をしていただき機敏な内容で運行は、４人の方の協力で六日間宣伝を行うことができました。４月９日月曜日は４時間あと金曜日まで一日２時間土曜日は一人で４時間も運行していただいた方もあり気迫のこもった宣伝がされました。
　急遽４月１３日
古川橋駅で強行採決阻止の宣伝
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　衆議院本会議で強行採決されるという状況から、連絡できる「よびかけ人」の方と憲法改悪反対共同センターの団体との共同宣伝を行いました。チラシやテイッシュなど３００枚を配布１３名の方が参加、わざわざ引き返してきて１０００円をカンパしてくださる方があるなど「国民投票法案」への危機感を募らせる市民の思いを感じました。
「国民投票法案」衆議院強行採決許されない暴挙、

新たな取り組みを開始しましょう！

　４月１３日国民の慎重審議をとの声を無視して衆議院本会議で「国民投票法案」が強行採決されました。今後参議院に回され５月３日までに参議院で採決を行い法案を成立させようとしています。何としても、門真に「憲法九条守れ」の風をふかし不公正、非民主的なこの法案を廃案にしていきましょう。多忙な中ですが、できる限りの取り組みを行っていきましょう。
４月２３日から再び　宣伝カーで市内宣伝開始
４月２７日（金）５時半　古川橋駅前　宣伝
憲法改悪反対共同センターから、４月２７日古川橋駅前宣伝のよびかけがあり参加します。
九条の会よびかけ人の会では次の日程で駅頭宣伝を行うことを決めました。
5月2日（水）5時半　古川橋駅

5月9日（水）5時半　門真市駅
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２月９日（金）一度、場所を変えてみようということで大和田駅で宣伝を行いました。３月９日（金）古川橋駅、４月９日で駅頭宣伝を行いました。４月は、「国民投票法案」が強行されそうだという情勢を受けて、これまで最高の２１人の参加で行われました。
（大和田駅で）
（古川橋駅）
　


「国民投票法案」審議について

　　　　抗議先　　　　
首相官邸　ＦＡＸ

　　　　　０３・３５８１・３８３８

自民党　ＦＡＸ

　　　　　０３・５５１１・８８５５

公明党　ＦＡＸ

　　　　　０３・３３５３・９７４６

　
「国民投票法案」３つの問題点
１つは、最低投票率の規定がないため有権者の２割で憲法が改悪される可能性。

２つめは、有料コマーシャルが認められる。これではお金を持っている側が有利になってしまいます。

３つめは、公務員や教育者は意見表明や投票運動などが規制され処分される可能性もある。

これまでして、憲法を変え易くしようとしているそのねらいは、国民の半数が反対している憲法九条を変え易くするためとしか考えられません。アメリカ政府、日本の財界の要望と安倍首相の戦後レジュームの脱却の要求があるからです。決して中立的な国民投票法案でないことは一目瞭然です。

�　


　№７　０７，４，２５　門真市元町２－２４　羽生田税理士事務所気付





　今後の予定





「かどま九条の会　平和を考える集い」を地域で


ＮＨＫ「焼け跡から生まれた憲法草案」（９０分）を見ながら九条について考える。


　　


５月９日（水）５時３０分　古川橋駅


かどま九条の会宣伝


３、宣伝カー・駅前宣伝





なお、「国民投票法案」参議院での審議の関係で今後宣伝等が追加されることがあります。





　奈良斑鳩から


「戦争放棄は正義の大道」冊子、５冊の注文があり手紙が添えられていました。紹介します。


　


だんだん恐ろしい世の中になってきて居ても立ってもいられない気分です。敗戦後、神国日本の嘘ガラガラと音をたてて崩れ、一人前の大人まで騙されていた事を知り、愕然とさせられました。


　殺すのも嫌、殺されるのもまっ平ごめん。平和憲法だけはどうしても守らなければならないと思っています。かつての戦争中、立派な軍国少女だった私は、若い世代に同じ辛さを味あわせてはなるまいと思っています。


　地域で夫が高齢者福祉にたずさわっています。私にはひどい呼吸器障害があるのですが、いろいろ手伝いながら二人で頑張っていたいと思います。


　ボランティアの福祉員（十人で）毎月皆さんに読んで頂きたいものをお配りしています。お暇にお目通し下されば嬉しいです。


　


と「ひなたぼっこの会」資料が５枚同封されていました。読んでみようと思われる方は酒井まで連絡ください。地道な活動を見習いたいものだと思っています。








　森小路の本屋さんで


６冊売れる


　冊子を置いてお客さんに声をかけて貰ったところ６冊が売れたとのこと、「へえ、門真出身の人だったのですか」などといって買って行かれるそうです。身近さをもとに９条に関心を持っていただけるといいのですが。








